
■ 生 息 環 境 の 確 保

◆保全池・ ビオト ープの対象工法

水草のある水辺環境の創出

【 配慮ポイント 】

・ 水草や抽水植物に産卵するため、 護岸の植生や水草の生育、 水深

　 に配慮する工夫が必要です。
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■ 移 動 経 路 の 確 保
水域と 陸域の連続性の確保

◆保全池・ ビオト ープの対象工法

◆環境配慮型水路の対象工法
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【 池護岸】
①自然石系

②複合系

（ 捨石等による緩傾斜護岸）

③かご系

④木系

⑤二次製品系

⑥保全池

⑧耕作放棄地等の

　 ビオト ープ化

【 池、 水路、 湿地の創出】

⑨表土利用による

　 植生回復

⑦承水路

①自然石系

②複合系

（ 捨石等による緩傾斜護岸）

③かご系

④木系

⑤二次製品系

【 池護岸】

【 池、 水路、 湿地の創出】

【 その他】

⑤土水路

⑥かご系

⑦木系

⑧自然石系

⑨二次製品系

【 水路護岸】

【 その他】

⑪蓋掛け

【 配慮ポイント 】

・ 水田やため池と 草地や樹林を往来する個体もいるため、 移動経路

　 と なる水域と 陸域の連続性を確保する工夫が必要です。

水路護岸

池護岸 池、 水路、 湿地の創出

池護岸
池、 水路、

湿地の創出

その他

その他

ト ノ サマガエルと 混同される

こ と も あり ます（ 関東地方に

ト ノ サマガエルは分布しない

ため、 関東でト ノ サマガエル

と 呼ばれるのは本種） 。

ト ウ キョ ウ ダルマガエルと

ナゴヤダルマガエルは、 水

田などの止水に産卵し ます。

卵は水面にシート 状に広が

り ます。

ト ウキョ ウ
      ダルマガエル

ダルマガエル類の卵

産卵産卵

水田 水路 河川ため池樹林・ 草地 海

平地に生息し 、 1年を通じて水辺からあまり 離れません。

初夏から夏に水田や浅いため池で産卵し、 卵は水草や抽

水植物に付着します。 幼生(オタマジャク シ)は、 盛夏頃

に幼体(子ガエル)と なり 、 上陸して水辺の草地などに分

散します。 水辺の土の中で越冬します。

： 主な生息環境

： 本来の移動経路 ： 生息環境

ト ウ キョ ウ ダルマガエ

ルは関東平野、 仙台平

野、 新潟県と 長野県に

分布します。

ナゴヤダルマガエルは

中部地方南部、 東海近

畿地方中部、 瀬戸内海

地方に分布します。

: 「 田んぼの生きもの調査」 での確認箇所

四肢がやや短いずんぐり した中型のカエルです。 ト ノ サマガエルに似

ていますが、 背中の斑紋が一つずつ独立しているのが特徴です。

背中線がある個体が多い 瀬戸内海地方では

背中線がない個体が多い

ダルマガエル類
環境省ﾚｯﾄﾞ ﾘｽﾄ： 準絶滅危惧

環境省ﾚｯﾄﾞ ﾘｽﾄ： 絶滅危惧ⅠB類

ト ウキョ ウダルマガエル　 Rana porosa porosa

ナゴヤダルマガエル　 Rana porosa brevipoda

両生類
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■ 生 息 環 境 の 確 保
水草のある水辺環境の創出

■ 移 動 経 路 の 確 保
水域と 陸域の連続性の確保

【 配慮ポイント 】

・ 水田やため池と 草地や樹林を往来する個体も

　 いるため、 移動経路と なる水域と 陸域の連続

　 性を確保する工夫が必要です。

◆保全池・ ビオト ープの対象工法

◆環境配慮型水路の対象工法

p.85

p.89

①自然石系

⑤二次製品系

p.93

p.91

p.73

p.77

p.79

その他

池、 水路、 湿地の創出

水路護岸

◆環境配慮型水路の対象工法 
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◆保全池・ ビオト ープの対象工法

池、 水路、 湿地の創出
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【 配慮ポイント 】

・ 水草などに産卵する ため、 護岸の

　 植生や水草の生育、 水深に配慮す

　 る工夫が必要です。

～

【 池護岸】

⑨表土利用による

　 植生回復

⑦承水路

【 池、 水路、 湿地の創出】

【 その他】

⑤土水路

⑨二次製品系

【 水路護岸】

【 その他】

⑪蓋掛け

①瀬・ 淵

②ワンド

④敷石、 砂、 砂利、 　

　 玉石、 植生

【 水路断面】

【 水路護岸】
⑤土水路

⑥かご系

⑦木系

⑧自然石系

⑨二次製品系

【 池護岸】
①自然石系

②複合系

（ 捨石等による緩傾斜護岸）

③かご系

④木系

⑤二次製品系

【 池、 水路、 湿地の創出】

⑥保全池

⑧耕作放棄地等の

　 ビオト ープ化

～
～ ～

※生息環境の確保と 同様

※生息環境の確保と 同様

水路護岸

池護岸

水路断面

池護岸

その他

海水がかかる 水たま り から

山地の渓流までさ まざまな

水辺環境に生息します。

特にアリ 類を好んで食べます。

背中線のある個体も稀にみ

られます。

水田 水路 河川ため池樹林・ 草地 海

産卵産卵

平地から山地に生息し 、 1年を通じて水辺から あまり 離

れません。 初夏から盛夏にため池や水路、 河川の水たま

り 、 水田などで産卵し、 卵を水草の茎に産み付けます。

1年目の幼生(オタマジャ ク シ)はそのまま水中で越冬し、

翌年の初夏から夏に幼体(子ガエル) と なり 、 上陸後は水

辺の草地などに分散します。 成体および幼体の状態で、

池や小川の泥の中で越冬します。

： 主な生息環境

： 本来の移動経路 ： 生息環境

本州、 四国、 九州、

佐渡島、 隠岐、 壱岐、

五島列島などに分布

します。

※北海道西部、 伊豆大島

には人為移入。

: 「 田んぼの生きもの調査」 での確認箇所

暗灰色から灰褐色で、 背中は大きなイボイボで覆われています。

身を守るために、 体からいやな臭いを出します。

瞳孔の色は黒で

光彩に十字の模様

背中のイボイボが顕著

腹面は灰褐色

環境省ﾚｯﾄﾞ ﾘｽﾄ： カテゴリ ーなしツチガエル Rana rugosa

別名： イボガエル

両生類
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